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　　　　　　 英語学者 ・日本語学者の 言語改革観 に関 する
一

考察

Viewpoints 　on 　Romaji　Reform 　by 　English　and 　Japanese　Scholars

　　　　　 工 学院大学工 学部　茅島　　篤

Kayashima
，
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L 研究の
一

般的背景

　周知の よ うに 、 占領下の 日本で 、 日本の 伝統的表記 「仮名交 じり文」　 （漢字 と仮名を交

ぜた文 ）を廃止 して 、　 「国字 ロ
ー
マ 字」 を採用 した ら如何 か 、との 勧告は米国対 日教育使

節団 （以下 、 使節団）によ っ て な された 。

　27名の 碩学からなる 使節団は、約
一

カ月の 滞 日後、わ が国 の 戦後教育改革の 青写真と も

な る報告書 をマ ッ カーサー最高司令官に提出 した 。報告書の 勧告の 殆どは、 占領初期に制

度化され て い っ たが 、 彼等が望ん だ国語改革は 、 彼等の カウン タ
ー
パ

ー
トで ある 日本教育

家 ノ委員会 （以 下、 日本側教育委員会） 、 文部省 もに べ もなく反対 した。

　例え ば 、 使節団報告書 は 、　 「や がて 漢字 を現在 の
一

般的な文字 標記 か ら全廃、 〜 なん ら

か の 音声標記を採用すべ き、 〜 ロ ーマ 字の方が仮名よ りはは る か に利点が多い 」 と して 、

「可能なか ぎ りの 手段を用い て 、ある種の ロ
ー
マ 字表現形 式を一

般 に普及 させ る こ と 。 」

と 、　 「国字 ロ ーマ 字採用 」 勧告を行 っ た。だが
一

方、 日本側教育委 員会は、　 「ロ ーマ 字 を

国 民学校で 学習せ しめる こ とは よろ しい
。 しか し、国民学校 の教科書の 大部分 を横書き と

し、これ にロ
ー
マ 字をと り入 れ、漸次 に ロ

ー
マ 字を本文 と しよ うとい うよ うな意見に は賛

成 しかねる 。 時期尚早で ある 。 ロ ーマ 字の 学習 にっ い て も、画一的に これ を全国 に行わ し

め るこ とは 困難で もあ り、また不当で もあ る。」 と した 。 そ して 4 年半後に来 日した第 2

次使節団に提出された文部省の 報告書 「日本にお ける教育改革の 進展」 は、　 「ロ
ー
マ 字 を

第
一

義的な 国字 とすべ きか否 か は 、 にわか に決定す べ きで はな い 。」 と した 。 これ に対

し、第 2 次使節団は 、　 「現在の 改 革は、仮名や漢字の簡易化 に終ろ うとして お り、国語 自

体 を真に簡易化する こ と、合理化する こ とに は触れ な い ま まで ある 。 」 と非難 し 、
「単

一

の ロ
ーマ 字方式で もっ と容易な 、

一
般 に用 い られる方法を研究する こ と。」 、　 「小学校で

の ロ
ー
マ 字教育の 必修化」 を勧告 した。

　確か に国字ロ ーマ 字は実現をみ なか っ たが 、 この ソ トか らの 強い刺激 に応えた形で 、 早

速 と 「当用漢字表 （漢字制限）］ 、　「現代かなつ かい ］ とい っ た、現代標記の もとが早速

と内閣訓令告示 で成立した 。 ロ ーマ 字教育は、選択 と して 義務教育 に導 入 され た。因に ロ

ー
マ 字教育 自体は戦前ま っ た くなか っ たわ けで はない が 、国語教育 、 国民教育の

一
貫 と し

て の 導入 は、使節団の勧告の 産物 とい える 。
一

言で 言えば 、 日本側は、国語 の 簡易化 に強

い 関心はあ っ た もの の 、 ロ
ー
マ 字化は簡易化の ひ とつ にすぎな い との 見 方で あ っ た。そ れ

に比べ 使節団は、国語改革 ＝ 音声文字採用 ＝ ロ ーマ 字化 の 見方で あっ た 。 使節団が最 も重

視 したの は漢字廃 lhで あ っ た 。

　使節団は、歴史 ・教育 ・ 言語分析の 事実 に照 らして勧告 した とするが 、

…
体如何な る考

え 、背景の もとで 、　 「国字ロ
ー
マ 字採用」 勧告 を行 っ た の で あろ うか。

1 ．研究の意義 ・目的

　占領下 日本におけ る国字改革、なかんずくロ
ー
マ 字問題の 研究は、主に使節団 ・占領軍
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の 両方か ら行わ れて き 、 近年の 国 内外 の史 （資）料発 掘によ っ て 、大幅に進展した。だが

それ は同時に 、未究明の諸課題 を明 らか もに した。本研究で は、 1）先行研究が前提とし

て い たた めに、基本的で あ りなが らも空白部分の重要 な側面に照射する こ と 、 そ して 2 ）

先行研究が 明らかに した事柄 の な かで 、 明 らか に修正が必 要と思われ る点を反証す る こ

と、を目的 とす る e

　管見のか ぎ り、 占領 ドの 国字簡易化 、 ロ ーマ 字問題で 、当時それ に直接的な い し間接的

に 関わ っ た英語学者 、 日本語 学者の 観点か ら扱 っ た先行研究は皆無と言える 。 それ は 先行

研究の 研究成果 で あ る 、 例えば 「使節団が ロ
ー
マ 字勧告を したの は、〜 ロ ーマ 字に熱心な

CIEの
一
担当官に使節団が影響された結果 に過 ぎな か っ た。」 、　 「3 月 23 日に至る も

（つ ま り報告書提出 1週問前迄）、報告書の 国語改革の 章が 日本語簡易化以上に 出る とい

う兆候はな い の で あ る 。 」 、 元CIEの ス タッ フ が 「使節団に は言語専門家は含 まれてい な

か っ た こ とを強調、」 な どを、踏襲して きたか らで ある。

　今回は、かか る前提の ため 扱われる こ とがなか っ た使節団員の なかで 、国字改革 と深 く

関わ る英語学者で 言語簡易化改革に関心 をも っ て い た有力な団員、米国における音素 ・音

韻の研究状況 と日本語 ロ
ー
マ 字綴 の関係 、さらに米国 にお ける 当時の 日本語学者たち の ロ

ーマ 字意識を発表す る 。 使節団に は、 日本語学者はい なか っ たが 、 彼等 と学問的上、交誼

を重ね て い た団員は い た。Bernard　B1  h，　Edwin 　O ．　Reischauer 等との 関係をみ る 。

皿．研究の 方法

本研究は歴 史的な実証的研究で ある。発表は、在 外研究時に集めた未見の もの を含む
一
次

（史）資料 、 当時者の個人文書に依拠し、史 （資）料で 窺い知れな い ところは、関係者か

らの書簡お よびイ ンタ ビュ
ー
で の 証言 を得た 。

1V溌 表内容

上記発表 目的を敷えん した具体的論 拠。
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